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受
講
す
る
川
原
嘉
輝
さ
ん（
85
歳
、

徳
島
市
）
に
入
学
許
可
証
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
飯
泉
校
長
は「
昨
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
開
校
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
今
年
は
マ
ス
ク
着
用

や
消
毒
、検
温
な
ど
万
全
の
安
全
対

策
を
と
り
、
開
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
以
上
に
卒
業
後

よ
し
の
各
校
各
講
座
か
ら
代
表
27

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
校
長
の
飯
泉
嘉
門
県
知
事
が
県

内
９
校
の
代
表
者
に
入
学
許
可
証

を
手
渡
し
た
後
「
今
年
は
県
シ
ル

バ
ー
大
学
校
開
校
40
周
年
を
迎
え

る
節
目
の
年
。
国
難
と
も
い
え
る
コ

ロ
ナ
禍
で
す
が
、
感
染
防
止
対
策

を
と
り
な
が
ら
学
び
、
知
識
と
経

験
に
磨
き
を
か
け
、
地
域
で
活
躍

し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
激
励
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
入
学
生

を
代
表
し
、
徳
島
校
I
C
T
コ
ー

ス
①
の
松
岡
悦
子
さ
ん
（
徳
島
市
、

84
歳
）
が
「
常
に
社
会
の一員
と
し

て
の
自
覚
を
忘
れ
ず
、
幅
広
い
人

間
と
し
て
自
助
は
も
と
よ
り
、
互

助
の
精
神
を
も
って
共
に
学
び
、
卒

業
後
は
地
域
福
祉
の
向
上
に
役
立

て
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
入
学
生
の
最
高
年
齢
は
男
性

86
歳
、
女
性
85
歳
。平
均
年
齢
は

70
・
６
歳
。来
年
３
月
ま
で
歴
史

文
化
、健
康
、I
C
T
、防
災
、英
会

話
な
ど
27
講
座
で
学
び
ま
す
。

◆
地
域
の
担
い
手
を
目
指
す

　
17
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付
式

　
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
大
学

院
17
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付
式

が
、
５
月
13
日
に
徳
島
県
庁
第
二

応
接
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
か
ら
入
学
生
１
２
４
人
（
男
性

74
人
、
女
性
50
人
）
全
員
が
参
加

す
る
入
学
式
は
中
止
し
、
代
表
者

３
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
校
長
の
飯
泉
嘉
門
県
知
事
が
、

女
性
入
学
生
の
最
高
齢
者
で
、
お

も
て
な
し
外
国
語
講
座
の
中
国
語

会
話
を
受
講
す
る
小
濱
綾
子
さ
ん

（
81
歳
、阿
南
市
）と
、男
性
２
番
目

の
高
齢
者
で
同
講
座
の
英
会
話
を

◆
第
27
回
徳
島
県
健
康
福
祉
祭

　
の
開
催
日
決
ま
る
！

　
と
く
し
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
県
内
シ
ニ
ア
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
「
徳
島
県
健
康

福
祉
祭
」（
徳
島
県
、（
公
財
）と
く
し

ま〝
あ
い
〞ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
主

催
）の
開
催
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
総
合
開
会
式
★

▽
日
時
＝
10
月
16
日（
土
）

　
９
時
〜
９
時
35
分

▽
会
場
＝
徳
島
市
民
吉
野
川
運

動
広
場
（
吉
野
川
南
岸
河
川

敷
）多
目
的
広
場
B

☆
南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
大
会

　
開
会
式
☆

▽
日
時
＝
10
月
２
日（
土
）

　
９
時
〜
９
時
30
分

▽
会
場
＝
阿
南
市
羽
ノ
浦
町
那
賀

川
河
川
敷
明
見
グ
ラ
ウ
ン
ド

☆
西
部
サ
テ
ラ
イ
ト
大
会

　
開
会
式
☆

▽
日
時
＝
10
月
９
日（
土
）

　
９
時
〜
９
時
30
分

▽
会
場
＝
美
馬
市
美
馬
町
吉
野
川

河
畔
ふ
れ
あ
い
広
場
（「
四
国
三

郎
の
郷
」南
側
の
河
川
敷
）

　
な
お
、
各
大
会
競
技
の
日
程
等

詳
細
は（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
H
P
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

注
・
た
だ
し
、ど
の
催
し
も
、新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に

よ
り
中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
向
上
貢
献
に
意
欲

　
40
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付
式

　
６
月
８
日
、
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大

学
校
40
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付

式
が
徳
島
県
庁
11
階
講
堂
で
開
か

れ
ま
し
た（
写
真
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
対
策
の
た
め
、
入
学
生
３
３
７
人

（
男
性
１
３
５
人
、
女
性
２
０
２
人
）

全
員
が
参
加
す
る
入
学
式
は
中
止

し
、徳
島
、鳴
門
、小
松
島
、阿
南
、

吉
野
川
、美
馬
、牟
岐
、上
板
、東
み

　（
公
財
）
と
く
し
ま

〝
あ
い
〞ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
は
令
和
３
年
５
月

27
日
、
徳
島
県
立
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

ホ
ー
ル
で
第
21
回
理
事

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
手
塚
俊
明
副

理
事
長
ら
12
人
の
理

事
と
監
事
２
人
が
出

席
し
て
、（
公
財
）
と

く
し
ま〝
あ
い
〞ラ
ン
ド

推
進
協
議
会
第
21
回
理
事
会
を

開
催
し
、「
理
事
の
職
務
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
」
の
報
告
及
び
第

１
号
議
案
「
令
和
２
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
に
つい
て
」、
第
２

号
議
案
「
定
時
評
議
員
会
の
招

集
決
定
及
び
提
出
議
案
に
つい
て
」

の
２
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、以
下
の
と
お
り
、同
決
算

につい
て
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
第
21
回
定
時
評
議
員
会
を

　
開
催

　（
公
財
）
と
く
し
ま
〝
あ
い
〞

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
は
、
令
和

３
年
６
月
15
日
、
徳
島
県
立
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
徳
島
市
中

昭
和
町
）
で
第
21
回
定
時
評
議

員
会
を
開
き
、
令
和
２
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て
の
報
告
後
、

第
１
号
議
案
「
令
和
２
年
度
決

算
に
つ
い
て
」、
第
２
号
議
案

「
役
員
等
の
選
任
に
つ
い
て
」
の

２
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
活
躍

で
き
る
場
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

ま
す
。皆
さ
ん
は
大
学
院
で
習
得
し

た
知
識
や
技
能
を
生
か
し
、地
域
を

支
え
る
存
在
と
し
て
ご
活
躍
く
だ

さ
い
」な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
高
齢
者
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
講
座
③
を

受
講
す
る
細
田
耕
次
さ
ん（
86
歳
、

小
松
島
市
）
が
、
入
学
生
代
表
と

し
て
「
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
学
ん
だ
知
識
と
経

験
を
生
か
し
、
地
域
社
会
の
担
い

手
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
学

習
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
な
お
、第
17
期
生
の
皆
さ
ん
は

防
災
、歴
史
文
化
、健
康
ス
ポ
ー

ツ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
①
、②
、③
、④
、中
国

語
会
話
、
英
会
話
の
９
講
座
に

分
か
れ
、来
年
３
月
ま
で
週
１
回

程
度
の
講
座
を
受
講
し
ま
す
。

資産・負債・正味財産

資産 130,453,345
負債 3,087,745
正味財産 127,365,600

（単位は円）

正味財産の増減額等

当期経常収益 96,917,573
当期経常外収益 0
当期経常費用 96,953,218
当期経常外費用 4
当期一般正味財産増減額 △35,649
当期指定正味財産増減額 +1,622,974

（単位は円）

◆
２
０
２
１
と
く
し
ま
ね
ん
り

　
ん
ピ
ッ
ク
美
術
展
作
品
募
集

　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
な
ど
シ

ニ
ア
の
趣
味
の
創
作
品
を
あ
わ
ぎ
ん

ホ
ー
ル
で
展
示
す
る
「
と
く
し
ま

ね
ん
り
ん
ピッ
ク
美
術
展
」（
主
催
・

県
、（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞ラ

ン
ド
推
進
協
議
会
、
主
管
・（
公
財
）

徳
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
への

出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品
＝
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

▼
展
示
期
間
＝
令
和
３
年
12
月

11
日（
土
）〜
12
日（
日
）

▼
募
集
期
間
＝
令
和
３
年
９
月
15

日（
水
）〜
11
月
１
日（
月
）ま
で
。

▼
申
込
方
法
＝
出
展
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

ま
た
は
郵
送
に
よ
り
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し

込
み
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み
先
及
び
詳
細
問
い
合
わ

せ
先
＝
〒
７
７
０
–
０
９
４
３
　

徳
島
市
中
昭
和
町
１
–
２

　
徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞

　
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
内

　
徳
島
県
健
康
福
祉
祭
事
務
局

　
電
話（
０
８
８
）６
５
５
–５
０
８
０

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

財団の運営について審議する評議員の皆さん

第
21
回
理
事
会
開
催

　
　
　
事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

とくしま“あい”ランドNEWS
(公財)とくしま”あい ”ランド推進協議会では、
ぬくもりと活力ある長寿社会を目指して、生きが
いづくり・健康づくり・社会活動に取り組む指
導者育成などのためのさまざまな事業を実施し、
高齢者の方 を々応援しています。

コロナウイルス感染予防対策をして
開催した第２１回理事会

南部開会式

挨拶をする
飯泉県知事

写
真
は
昨
年
の

健
康
福
祉
祭
の
様
子

38
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ン
ド

☆
西
部
サ
テ
ラ
イ
ト
大
会

　
開
会
式
☆

▽
日
時
＝
10
月
９
日（
土
）

　
９
時
〜
９
時
30
分

▽
会
場
＝
美
馬
市
美
馬
町
吉
野
川

河
畔
ふ
れ
あ
い
広
場
（「
四
国
三

郎
の
郷
」南
側
の
河
川
敷
）

　
な
お
、
各
大
会
競
技
の
日
程
等

詳
細
は（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
H
P
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

注
・
た
だ
し
、ど
の
催
し
も
、新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に

よ
り
中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
向
上
貢
献
に
意
欲

　
40
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付
式

　
６
月
８
日
、
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大

学
校
40
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付

式
が
徳
島
県
庁
11
階
講
堂
で
開
か

れ
ま
し
た（
写
真
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
対
策
の
た
め
、
入
学
生
３
３
７
人

（
男
性
１
３
５
人
、
女
性
２
０
２
人
）

全
員
が
参
加
す
る
入
学
式
は
中
止

し
、徳
島
、鳴
門
、小
松
島
、阿
南
、

吉
野
川
、美
馬
、牟
岐
、上
板
、東
み

　（
公
財
）
と
く
し
ま

〝
あ
い
〞ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
は
令
和
３
年
５
月

27
日
、
徳
島
県
立
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

ホ
ー
ル
で
第
21
回
理
事

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
手
塚
俊
明
副

理
事
長
ら
12
人
の
理

事
と
監
事
２
人
が
出

席
し
て
、（
公
財
）
と

く
し
ま〝
あ
い
〞ラ
ン
ド

推
進
協
議
会
第
21
回
理
事
会
を

開
催
し
、「
理
事
の
職
務
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
」
の
報
告
及
び
第

１
号
議
案
「
令
和
２
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
に
つい
て
」、
第
２

号
議
案
「
定
時
評
議
員
会
の
招

集
決
定
及
び
提
出
議
案
に
つい
て
」

の
２
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、以
下
の
と
お
り
、同
決
算

につい
て
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
第
21
回
定
時
評
議
員
会
を

　
開
催

　（
公
財
）
と
く
し
ま
〝
あ
い
〞

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
は
、
令
和

３
年
６
月
15
日
、
徳
島
県
立
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
徳
島
市
中

昭
和
町
）
で
第
21
回
定
時
評
議

員
会
を
開
き
、
令
和
２
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て
の
報
告
後
、

第
１
号
議
案
「
令
和
２
年
度
決

算
に
つ
い
て
」、
第
２
号
議
案

「
役
員
等
の
選
任
に
つ
い
て
」
の

２
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
活
躍

で
き
る
場
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

ま
す
。皆
さ
ん
は
大
学
院
で
習
得
し

た
知
識
や
技
能
を
生
か
し
、地
域
を

支
え
る
存
在
と
し
て
ご
活
躍
く
だ

さ
い
」な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
高
齢
者
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
講
座
③
を

受
講
す
る
細
田
耕
次
さ
ん（
86
歳
、

小
松
島
市
）
が
、
入
学
生
代
表
と

し
て
「
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
学
ん
だ
知
識
と
経

験
を
生
か
し
、
地
域
社
会
の
担
い

手
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
学

習
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
な
お
、第
17
期
生
の
皆
さ
ん
は

防
災
、歴
史
文
化
、健
康
ス
ポ
ー

ツ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
①
、②
、③
、④
、中
国

語
会
話
、
英
会
話
の
９
講
座
に

分
か
れ
、来
年
３
月
ま
で
週
１
回

程
度
の
講
座
を
受
講
し
ま
す
。

資産・負債・正味財産

資産 130,453,345
負債 3,087,745
正味財産 127,365,600

（単位は円）

正味財産の増減額等

当期経常収益 96,917,573
当期経常外収益 0
当期経常費用 96,953,218
当期経常外費用 4
当期一般正味財産増減額 △35,649
当期指定正味財産増減額 +1,622,974

（単位は円）

◆
２
０
２
１
と
く
し
ま
ね
ん
り

　
ん
ピ
ッ
ク
美
術
展
作
品
募
集

　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
な
ど
シ

ニ
ア
の
趣
味
の
創
作
品
を
あ
わ
ぎ
ん

ホ
ー
ル
で
展
示
す
る
「
と
く
し
ま

ね
ん
り
ん
ピッ
ク
美
術
展
」（
主
催
・

県
、（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞ラ

ン
ド
推
進
協
議
会
、
主
管
・（
公
財
）

徳
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
への

出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品
＝
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

▼
展
示
期
間
＝
令
和
３
年
12
月

11
日（
土
）〜
12
日（
日
）

▼
募
集
期
間
＝
令
和
３
年
９
月
15

日（
水
）〜
11
月
１
日（
月
）ま
で
。

▼
申
込
方
法
＝
出
展
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

ま
た
は
郵
送
に
よ
り
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し

込
み
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み
先
及
び
詳
細
問
い
合
わ

せ
先
＝
〒
７
７
０
–
０
９
４
３
　

徳
島
市
中
昭
和
町
１
–
２

　
徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞

　
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
内

　
徳
島
県
健
康
福
祉
祭
事
務
局

　
電
話（
０
８
８
）６
５
５
–５
０
８
０

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

財団の運営について審議する評議員の皆さん

第
21
回
理
事
会
開
催

　
　
　
事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

とくしま“あい”ランドNEWS
(公財)とくしま”あい ”ランド推進協議会では、
ぬくもりと活力ある長寿社会を目指して、生きが
いづくり・健康づくり・社会活動に取り組む指
導者育成などのためのさまざまな事業を実施し、
高齢者の方 を々応援しています。

コロナウイルス感染予防対策をして
開催した第２１回理事会

南部開会式

挨拶をする
飯泉県知事

写
真
は
昨
年
の

健
康
福
祉
祭
の
様
子

39
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受
講
す
る
川
原
嘉
輝
さ
ん（
85
歳
、

徳
島
市
）
に
入
学
許
可
証
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
飯
泉
校
長
は「
昨
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
開
校
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
今
年
は
マ
ス
ク
着
用

や
消
毒
、検
温
な
ど
万
全
の
安
全
対

策
を
と
り
、
開
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
以
上
に
卒
業
後

よ
し
の
各
校
各
講
座
か
ら
代
表
27

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
校
長
の
飯
泉
嘉
門
県
知
事
が
県

内
９
校
の
代
表
者
に
入
学
許
可
証

を
手
渡
し
た
後
「
今
年
は
県
シ
ル

バ
ー
大
学
校
開
校
40
周
年
を
迎
え

る
節
目
の
年
。
国
難
と
も
い
え
る
コ

ロ
ナ
禍
で
す
が
、
感
染
防
止
対
策

を
と
り
な
が
ら
学
び
、
知
識
と
経

験
に
磨
き
を
か
け
、
地
域
で
活
躍

し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
激
励
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
入
学
生

を
代
表
し
、
徳
島
校
I
C
T
コ
ー

ス
①
の
松
岡
悦
子
さ
ん
（
徳
島
市
、

84
歳
）
が
「
常
に
社
会
の一員
と
し

て
の
自
覚
を
忘
れ
ず
、
幅
広
い
人

間
と
し
て
自
助
は
も
と
よ
り
、
互

助
の
精
神
を
も
って
共
に
学
び
、
卒

業
後
は
地
域
福
祉
の
向
上
に
役
立

て
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
入
学
生
の
最
高
年
齢
は
男
性

86
歳
、
女
性
85
歳
。平
均
年
齢
は

70
・
６
歳
。来
年
３
月
ま
で
歴
史

文
化
、健
康
、I
C
T
、防
災
、英
会

話
な
ど
27
講
座
で
学
び
ま
す
。

◆
地
域
の
担
い
手
を
目
指
す

　
17
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付
式

　
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
大
学

院
17
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付
式

が
、
５
月
13
日
に
徳
島
県
庁
第
二

応
接
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
か
ら
入
学
生
１
２
４
人
（
男
性

74
人
、
女
性
50
人
）
全
員
が
参
加

す
る
入
学
式
は
中
止
し
、
代
表
者

３
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
校
長
の
飯
泉
嘉
門
県
知
事
が
、

女
性
入
学
生
の
最
高
齢
者
で
、
お

も
て
な
し
外
国
語
講
座
の
中
国
語

会
話
を
受
講
す
る
小
濱
綾
子
さ
ん

（
81
歳
、阿
南
市
）と
、男
性
２
番
目

の
高
齢
者
で
同
講
座
の
英
会
話
を

◆
第
27
回
徳
島
県
健
康
福
祉
祭

　
の
開
催
日
決
ま
る
！

　
と
く
し
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
県
内
シ
ニ
ア
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
「
徳
島
県
健
康

福
祉
祭
」（
徳
島
県
、（
公
財
）と
く
し

ま〝
あ
い
〞ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
主

催
）の
開
催
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
総
合
開
会
式
★

▽
日
時
＝
10
月
16
日（
土
）

　
９
時
〜
９
時
35
分

▽
会
場
＝
徳
島
市
民
吉
野
川
運

動
広
場
（
吉
野
川
南
岸
河
川

敷
）多
目
的
広
場
B

☆
南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
大
会

　
開
会
式
☆

▽
日
時
＝
10
月
２
日（
土
）

　
９
時
〜
９
時
30
分

▽
会
場
＝
阿
南
市
羽
ノ
浦
町
那
賀

川
河
川
敷
明
見
グ
ラ
ウ
ン
ド

☆
西
部
サ
テ
ラ
イ
ト
大
会

　
開
会
式
☆

▽
日
時
＝
10
月
９
日（
土
）

　
９
時
〜
９
時
30
分

▽
会
場
＝
美
馬
市
美
馬
町
吉
野
川

河
畔
ふ
れ
あ
い
広
場
（「
四
国
三

郎
の
郷
」南
側
の
河
川
敷
）

　
な
お
、
各
大
会
競
技
の
日
程
等

詳
細
は（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
H
P
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

注
・
た
だ
し
、ど
の
催
し
も
、新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に

よ
り
中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
向
上
貢
献
に
意
欲

　
40
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付
式

　
６
月
８
日
、
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大

学
校
40
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付

式
が
徳
島
県
庁
11
階
講
堂
で
開
か

れ
ま
し
た（
写
真
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
対
策
の
た
め
、
入
学
生
３
３
７
人

（
男
性
１
３
５
人
、
女
性
２
０
２
人
）

全
員
が
参
加
す
る
入
学
式
は
中
止

し
、徳
島
、鳴
門
、小
松
島
、阿
南
、

吉
野
川
、美
馬
、牟
岐
、上
板
、東
み

　（
公
財
）
と
く
し
ま

〝
あ
い
〞ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
は
令
和
３
年
５
月

27
日
、
徳
島
県
立
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

ホ
ー
ル
で
第
21
回
理
事

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
手
塚
俊
明
副

理
事
長
ら
12
人
の
理

事
と
監
事
２
人
が
出

席
し
て
、（
公
財
）
と

く
し
ま〝
あ
い
〞ラ
ン
ド

推
進
協
議
会
第
21
回
理
事
会
を

開
催
し
、「
理
事
の
職
務
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
」
の
報
告
及
び
第

１
号
議
案
「
令
和
２
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
に
つい
て
」、
第
２

号
議
案
「
定
時
評
議
員
会
の
招

集
決
定
及
び
提
出
議
案
に
つい
て
」

の
２
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、以
下
の
と
お
り
、同
決
算

につい
て
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
第
21
回
定
時
評
議
員
会
を

　
開
催

　（
公
財
）
と
く
し
ま
〝
あ
い
〞

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
は
、
令
和

３
年
６
月
15
日
、
徳
島
県
立
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
徳
島
市
中

昭
和
町
）
で
第
21
回
定
時
評
議

員
会
を
開
き
、
令
和
２
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て
の
報
告
後
、

第
１
号
議
案
「
令
和
２
年
度
決

算
に
つ
い
て
」、
第
２
号
議
案

「
役
員
等
の
選
任
に
つ
い
て
」
の

２
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
活
躍

で
き
る
場
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

ま
す
。皆
さ
ん
は
大
学
院
で
習
得
し

た
知
識
や
技
能
を
生
か
し
、地
域
を

支
え
る
存
在
と
し
て
ご
活
躍
く
だ

さ
い
」な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
高
齢
者
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
講
座
③
を

受
講
す
る
細
田
耕
次
さ
ん（
86
歳
、

小
松
島
市
）
が
、
入
学
生
代
表
と

し
て
「
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
学
ん
だ
知
識
と
経

験
を
生
か
し
、
地
域
社
会
の
担
い

手
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
学

習
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
な
お
、第
17
期
生
の
皆
さ
ん
は

防
災
、歴
史
文
化
、健
康
ス
ポ
ー

ツ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
①
、②
、③
、④
、中
国

語
会
話
、
英
会
話
の
９
講
座
に

分
か
れ
、来
年
３
月
ま
で
週
１
回

程
度
の
講
座
を
受
講
し
ま
す
。

◆
２
０
２
１
と
く
し
ま
ね
ん
り

　
ん
ピ
ッ
ク
美
術
展
作
品
募
集

　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
な
ど
シ

ニ
ア
の
趣
味
の
創
作
品
を
あ
わ
ぎ
ん

ホ
ー
ル
で
展
示
す
る
「
と
く
し
ま

ね
ん
り
ん
ピッ
ク
美
術
展
」（
主
催
・

県
、（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞ラ

ン
ド
推
進
協
議
会
、
主
管
・（
公
財
）

徳
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
への

出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品
＝
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

▼
展
示
期
間
＝
令
和
３
年
12
月

11
日（
土
）〜
12
日（
日
）

▼
募
集
期
間
＝
令
和
３
年
９
月
15

日（
水
）〜
11
月
１
日（
月
）ま
で
。

▼
申
込
方
法
＝
出
展
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

ま
た
は
郵
送
に
よ
り
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し

込
み
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み
先
及
び
詳
細
問
い
合
わ

せ
先
＝
〒
７
７
０
–
０
９
４
３
　

徳
島
市
中
昭
和
町
１
–
２

　
徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞

　
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
内

　
徳
島
県
健
康
福
祉
祭
事
務
局

　
電
話（
０
８
８
）６
５
５
–５
０
８
０

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

大
学
院

　
定
年
退
職
後
の
サ
ラ
リ
ー
マン
が

健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、生
活
の

質
を
高
め
、い
き
い
き
と
明
る
く
輝

い
た
第
二
の
人
生
を
歩
み
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

平
成
10
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
徳
島

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ク
ラ
ブ
」（
四
宮
寛
一

会
長
、
会
員
78
名
）が
、
今
年
３
月

末
で
解
散
し
ま
し
た
。

　
ピ
ー
ク
時
に
は
会
員
数
約
２
８
０

名
と
盛
会
だ
っ
た
も
の
の
、
昨
今
は

会
員
の
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
禍
で
講

演
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
が
難

し
く
な
る
な
ど
し
た
た
め
で
す
。繰

越
金
を
コ
ロ
ナ
と
戦
う
徳
島
看
護

協
会
と
、
設
立
時
の
活
動
拠
点
で

あ
っ
た
（
公
財
）
と
く
し
ま〝
あ
い
〞

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
に
各
30
万
円

寄
付
し
、
活
動
歴
四
半
世
紀
を
目

前
に
そ
の
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

繰越金を寄付し活動に幕　「徳島シニアライフクラブ」

飯泉校長から入学許可証を受け取る入学生の代表者の皆さん式辞を述べる飯泉校長

宣誓をする入学生代表の松岡悦子さん

飯泉校長から入学許可証を
受け取る小濱綾子さん

飯泉校長から入学許可証を
受け取る川原嘉輝さん

宣誓をする入学生代表の細田耕次さん

式辞を述べる飯泉校長

入学許可証交付式に出席した入学生の皆さんと飯泉校長（前列中央）

寄付金の目録を（公財）とくしま“あい”ランド推進
協議会の手塚俊明副理事長に手渡す「徳島シ
ニアライフクラブ」幹事の郡利明さん（写真左）

40
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受
講
す
る
川
原
嘉
輝
さ
ん（
85
歳
、

徳
島
市
）
に
入
学
許
可
証
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
飯
泉
校
長
は「
昨
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
開
校
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
今
年
は
マ
ス
ク
着
用

や
消
毒
、検
温
な
ど
万
全
の
安
全
対

策
を
と
り
、
開
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
以
上
に
卒
業
後

よ
し
の
各
校
各
講
座
か
ら
代
表
27

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
校
長
の
飯
泉
嘉
門
県
知
事
が
県

内
９
校
の
代
表
者
に
入
学
許
可
証

を
手
渡
し
た
後
「
今
年
は
県
シ
ル

バ
ー
大
学
校
開
校
40
周
年
を
迎
え

る
節
目
の
年
。
国
難
と
も
い
え
る
コ

ロ
ナ
禍
で
す
が
、
感
染
防
止
対
策

を
と
り
な
が
ら
学
び
、
知
識
と
経

験
に
磨
き
を
か
け
、
地
域
で
活
躍

し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
激
励
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
入
学
生

を
代
表
し
、
徳
島
校
I
C
T
コ
ー

ス
①
の
松
岡
悦
子
さ
ん
（
徳
島
市
、

84
歳
）
が
「
常
に
社
会
の一員
と
し

て
の
自
覚
を
忘
れ
ず
、
幅
広
い
人

間
と
し
て
自
助
は
も
と
よ
り
、
互

助
の
精
神
を
も
って
共
に
学
び
、
卒

業
後
は
地
域
福
祉
の
向
上
に
役
立

て
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
入
学
生
の
最
高
年
齢
は
男
性

86
歳
、
女
性
85
歳
。平
均
年
齢
は

70
・
６
歳
。来
年
３
月
ま
で
歴
史

文
化
、健
康
、I
C
T
、防
災
、英
会

話
な
ど
27
講
座
で
学
び
ま
す
。

◆
地
域
の
担
い
手
を
目
指
す

　
17
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付
式

　
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
大
学

院
17
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付
式

が
、
５
月
13
日
に
徳
島
県
庁
第
二

応
接
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
か
ら
入
学
生
１
２
４
人
（
男
性

74
人
、
女
性
50
人
）
全
員
が
参
加

す
る
入
学
式
は
中
止
し
、
代
表
者

３
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
校
長
の
飯
泉
嘉
門
県
知
事
が
、

女
性
入
学
生
の
最
高
齢
者
で
、
お

も
て
な
し
外
国
語
講
座
の
中
国
語

会
話
を
受
講
す
る
小
濱
綾
子
さ
ん

（
81
歳
、阿
南
市
）と
、男
性
２
番
目

の
高
齢
者
で
同
講
座
の
英
会
話
を

◆
第
27
回
徳
島
県
健
康
福
祉
祭

　
の
開
催
日
決
ま
る
！

　
と
く
し
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
県
内
シ
ニ
ア
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
「
徳
島
県
健
康

福
祉
祭
」（
徳
島
県
、（
公
財
）と
く
し

ま〝
あ
い
〞ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
主

催
）の
開
催
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
総
合
開
会
式
★

▽
日
時
＝
10
月
16
日（
土
）

　
９
時
〜
９
時
35
分

▽
会
場
＝
徳
島
市
民
吉
野
川
運

動
広
場
（
吉
野
川
南
岸
河
川

敷
）多
目
的
広
場
B

☆
南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
大
会

　
開
会
式
☆

▽
日
時
＝
10
月
２
日（
土
）

　
９
時
〜
９
時
30
分

▽
会
場
＝
阿
南
市
羽
ノ
浦
町
那
賀

川
河
川
敷
明
見
グ
ラ
ウ
ン
ド

☆
西
部
サ
テ
ラ
イ
ト
大
会

　
開
会
式
☆

▽
日
時
＝
10
月
９
日（
土
）

　
９
時
〜
９
時
30
分

▽
会
場
＝
美
馬
市
美
馬
町
吉
野
川

河
畔
ふ
れ
あ
い
広
場
（「
四
国
三

郎
の
郷
」南
側
の
河
川
敷
）

　
な
お
、
各
大
会
競
技
の
日
程
等

詳
細
は（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
H
P
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

注
・
た
だ
し
、ど
の
催
し
も
、新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に

よ
り
中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
向
上
貢
献
に
意
欲

　
40
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付
式

　
６
月
８
日
、
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大

学
校
40
期
生
の
入
学
許
可
証
交
付

式
が
徳
島
県
庁
11
階
講
堂
で
開
か

れ
ま
し
た（
写
真
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
対
策
の
た
め
、
入
学
生
３
３
７
人

（
男
性
１
３
５
人
、
女
性
２
０
２
人
）

全
員
が
参
加
す
る
入
学
式
は
中
止

し
、徳
島
、鳴
門
、小
松
島
、阿
南
、

吉
野
川
、美
馬
、牟
岐
、上
板
、東
み

　（
公
財
）
と
く
し
ま

〝
あ
い
〞ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
は
令
和
３
年
５
月

27
日
、
徳
島
県
立
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

ホ
ー
ル
で
第
21
回
理
事

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
手
塚
俊
明
副

理
事
長
ら
12
人
の
理

事
と
監
事
２
人
が
出

席
し
て
、（
公
財
）
と

く
し
ま〝
あ
い
〞ラ
ン
ド

推
進
協
議
会
第
21
回
理
事
会
を

開
催
し
、「
理
事
の
職
務
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
」
の
報
告
及
び
第

１
号
議
案
「
令
和
２
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
に
つい
て
」、
第
２

号
議
案
「
定
時
評
議
員
会
の
招

集
決
定
及
び
提
出
議
案
に
つい
て
」

の
２
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、以
下
の
と
お
り
、同
決
算

につい
て
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
第
21
回
定
時
評
議
員
会
を

　
開
催

　（
公
財
）
と
く
し
ま
〝
あ
い
〞

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
は
、
令
和

３
年
６
月
15
日
、
徳
島
県
立
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
徳
島
市
中

昭
和
町
）
で
第
21
回
定
時
評
議

員
会
を
開
き
、
令
和
２
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て
の
報
告
後
、

第
１
号
議
案
「
令
和
２
年
度
決

算
に
つ
い
て
」、
第
２
号
議
案

「
役
員
等
の
選
任
に
つ
い
て
」
の

２
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
活
躍

で
き
る
場
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

ま
す
。皆
さ
ん
は
大
学
院
で
習
得
し

た
知
識
や
技
能
を
生
か
し
、地
域
を

支
え
る
存
在
と
し
て
ご
活
躍
く
だ

さ
い
」な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
高
齢
者
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
講
座
③
を

受
講
す
る
細
田
耕
次
さ
ん（
86
歳
、

小
松
島
市
）
が
、
入
学
生
代
表
と

し
て
「
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
学
ん
だ
知
識
と
経

験
を
生
か
し
、
地
域
社
会
の
担
い

手
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
学

習
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
な
お
、第
17
期
生
の
皆
さ
ん
は

防
災
、歴
史
文
化
、健
康
ス
ポ
ー

ツ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
①
、②
、③
、④
、中
国

語
会
話
、
英
会
話
の
９
講
座
に

分
か
れ
、来
年
３
月
ま
で
週
１
回

程
度
の
講
座
を
受
講
し
ま
す
。

◆
２
０
２
１
と
く
し
ま
ね
ん
り

　
ん
ピ
ッ
ク
美
術
展
作
品
募
集

　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
な
ど
シ

ニ
ア
の
趣
味
の
創
作
品
を
あ
わ
ぎ
ん

ホ
ー
ル
で
展
示
す
る
「
と
く
し
ま

ね
ん
り
ん
ピッ
ク
美
術
展
」（
主
催
・

県
、（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞ラ

ン
ド
推
進
協
議
会
、
主
管
・（
公
財
）

徳
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
への

出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品
＝
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

▼
展
示
期
間
＝
令
和
３
年
12
月

11
日（
土
）〜
12
日（
日
）

▼
募
集
期
間
＝
令
和
３
年
９
月
15

日（
水
）〜
11
月
１
日（
月
）ま
で
。

▼
申
込
方
法
＝
出
展
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

ま
た
は
郵
送
に
よ
り
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し

込
み
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み
先
及
び
詳
細
問
い
合
わ

せ
先
＝
〒
７
７
０
–
０
９
４
３
　

徳
島
市
中
昭
和
町
１
–
２

　
徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階（
公
財
）と
く
し
ま〝
あ
い
〞

　
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
内

　
徳
島
県
健
康
福
祉
祭
事
務
局

　
電
話（
０
８
８
）６
５
５
–５
０
８
０

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

大
学
院

　
定
年
退
職
後
の
サ
ラ
リ
ー
マン
が

健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、生
活
の

質
を
高
め
、い
き
い
き
と
明
る
く
輝

い
た
第
二
の
人
生
を
歩
み
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

平
成
10
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
徳
島

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ク
ラ
ブ
」（
四
宮
寛
一

会
長
、
会
員
78
名
）が
、
今
年
３
月

末
で
解
散
し
ま
し
た
。

　
ピ
ー
ク
時
に
は
会
員
数
約
２
８
０

名
と
盛
会
だ
っ
た
も
の
の
、
昨
今
は

会
員
の
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
禍
で
講

演
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
が
難

し
く
な
る
な
ど
し
た
た
め
で
す
。繰

越
金
を
コ
ロ
ナ
と
戦
う
徳
島
看
護

協
会
と
、
設
立
時
の
活
動
拠
点
で

あ
っ
た
（
公
財
）
と
く
し
ま〝
あ
い
〞

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
に
各
30
万
円

寄
付
し
、
活
動
歴
四
半
世
紀
を
目

前
に
そ
の
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

繰越金を寄付し活動に幕　「徳島シニアライフクラブ」

飯泉校長から入学許可証を受け取る入学生の代表者の皆さん式辞を述べる飯泉校長

宣誓をする入学生代表の松岡悦子さん

飯泉校長から入学許可証を
受け取る小濱綾子さん

飯泉校長から入学許可証を
受け取る川原嘉輝さん

宣誓をする入学生代表の細田耕次さん

式辞を述べる飯泉校長

入学許可証交付式に出席した入学生の皆さんと飯泉校長（前列中央）

寄付金の目録を（公財）とくしま“あい”ランド推進
協議会の手塚俊明副理事長に手渡す「徳島シ
ニアライフクラブ」幹事の郡利明さん（写真左）
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